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   ＜あらまし＞ ポピュラーソングやアニメなどのフィクションにおいて，天体観測が時に過剰とも

思えるほど美しく表象される背景として，天体観測や天文学が多くの人々にとって身近でなさすぎる

ことが考えられる。そこで本研究では，フィクションで描かれる天体観測をリアルで体験できること

をコンセプトにした天体観望会を開催した。参加者に対して行った質問紙調査の結果，ほとんどの人

が望遠鏡を持っておらず，周りに天体観測や星空観察が好きな人がいない人が多いが，一度は望遠鏡

で星などを観た人が多く，天体観測や星空のシーンが印象に残っているメディアコンテンツは多岐に

わたることなどが分かった。 
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１．はじめに 

豊沢ら（2011）は，大学初年次学生を対象とし

た分野別科学のイメージ調査の報告において，

「美しさ」「広大さ」「面白さ」といった次元にお

いて天文学のイメージは他の分野と比べて特異

に強い一方で，天文学の研究プロセスや研究に関

わる人物に関するイメージは明確でないことに

言及している。河井と高垣（2011）は，女子大学

の天文部部員を対象とした天文活動への興味関

心や動機の調査の報告において，天文イメージの

形成にとってメディアの役割が等閑視できない

ことを指摘している。 

また，『天体観測』や『君の知らない物語』と

いったポピュラーソング，『極黒のブリュンヒル

デ』といったアニメなどのフィクションでは，天

体観測が儚くも美しい恋の思い出と絡めて語ら

れ，時に過剰とも思えるほど美しく表象されてい

る。 

天文イメージに関する先行研究やメディア表

象からは，多くの人々にとって天文学の研究プロ

セスや研究に関わる人物が身近でなさすぎるこ

とによって美しい天文イメージが形成され，それ

が天文学の美しいメディア表象に繋がり，それが

また再帰的に美しい天文イメージを強化する構

造の存在が想定される。 

そこで本研究では，フィクションで描かれる天

体観測をリアルで体験できることをコンセプト

にした天体観望会を開催して人々に天体観測を

身近に感じてもらうことにした。このような科学

イベントは，アニメ聖地巡礼などに象徴されるよ

うな，虚構と社会関係としての現実が入れ子状に

絡まり合って現実を拡張するような「拡張現実的

な想像力」（宇野・濱野 2012）が社会的に顕在

化してきたからこそ，人々に受け入れられると言

える。加えて本研究では，質問紙調査によってイ

ベント参加者の天体観測への接触経験とメディ

ア表象，天文イメージの関係を明らかにすること

を目指した。 

 

２．実践の概要 

 2014年 6月 21日(土)～22日(日)の 2日間，北

海道洞爺湖町の地域住民が主体的に開催した

「TOYAKO マンガ・アニメフェスタ 2014」と連

携し，併催する形で天体観望会を開催した。天体

観望会の名称を「リアル天体観測」とし，夜の部

「君の知ってる物語」と昼の部「暁月をミルンヒ

ルデ（観るん昼で）」の 2 回開催した。観望天体

は夜の部では春・夏の大三角，はくちょう座のア



ルビレオ，さそり座のアンタレス，火星，土星な

ど，昼の部では月であった。 

第一著者らがアニメキャラクターのコスプレ

をし，当該アニメの天体観測のシーンを再現した。

しかし，天体観望会の参加者の間で当該アニメの

知名度が低く，コスプレの意味が十分伝わらずに，

一般的な天体観望会と同じになってしまった。 

 

３．質問紙調査の結果 

 質問紙調査は昼の部の参加者に対してのみ実

施した。夜間は暗いため，質問紙調査が実施しに

くいからである。本稿では紙面の都合上，結果の

一部を報告する。 

回答者の性別は男性が 12 人，女性が 22 人だ

った。平均年齢は 31.0±12.0歳（n=32）で，10

代が 4 人，20 代が 13 人，30 代が 10 人，40 代

が 2人，50代が 1人，60代が 2人だった。 

「全くそう思わない（1 点）」から「非常にそ

う思う（5 点）」までの 5 件法で「天体観測をよ

り身近に感じられた」と思うか聞いたところ，平

均点は 3.3±1.2 点（n=29）だった。天体観測の

感想を自由記述で聞いたところ，日中に月が見え

ることへの驚きを述べた回答が多かった。 

望遠鏡を持っているかを聞いたところ，「もら

った」が 2人，「自分で買った」が 2人，「持って

いない」が 30 人だった。また，望遠鏡をもらっ

たのは父か母からで，もらうか自分で買った年齢

は 12歳から 15歳だった。 

周りに天体観測や星空観察が好きな人がいる

かを聞いたところ，「いる」が 5人，「いた」が 5

人，「いない」が 18人だった。「いる」または「い

た」という回答者から見た天体観測などが好きな

人との関係は，「友人」が 6人，「天文の仕事をし

ている人」「先生」「父」「天文サークルの会員」

がそれぞれ 1人ずつだった。 

どこで望遠鏡で星などを観たことがあるか聞

いたところ，「学校の授業」が 11 人，「学校行事

で行った天文台や博物館など」が 6 人，「学校行

事で行った林間学校やキャンプなど」が 4人，「学

校の部活動やサークルなど」が 4 人，「家庭や家

族旅行」が 7人，「その他」が 1人，「ない」が 5

人だった。 

天体観測や星空のシーンが印象に残っている

メディアコンテンツについて聞いたところ，『天

体観測』や『君の知らない物語』といったポピュ

ラーソング，『宇宙戦艦ヤマト』や『化物語』と

いったアニメ，科学館の職員からもらった星景写

真などの，多岐にわたるコンテンツの名前などが

挙がった。 

 

４．結語 

 第一著者らが実践したコスプレの意味が十分

伝わらず，参加者の拡張現実的な想像力に訴える

ことは出来なかったが，参加者に天体観測をより

身近に感じてもらい，日常生活では気がつきにく

い天体現象への気づきと驚きを感じてもらうこ

とは出来ただろう。 

 また，本研究における質問紙調査の結果の分析

は不十分である。今後分析を進め，天体観望会の

効果の内容や，天体観測への接触経験とメディア

表象，天文イメージの関係を明らかにしていきた

い。 
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